
し
た
坂
本
龍
馬
、勝
海
舟
、吉
田
松
陰
、

伊
藤
博
文
、大
久
保
利
通
、西
郷
隆
盛
な

ど
幕
末
・
維
新
期
の
重
要
人
物
の
書
簡

類
で
す
。

◆
中
世
諸
家
文
書

　

室
町
幕
府
や
戦
国
大
名
に
よ
る
領
国

経
営
等
に
関
す
る
文
書
や
書
簡
類
で

す
。後
北
条
氏
の
虎
朱
印
状
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

◆
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
家
文
書

　

東
海
道
神
奈
川
宿
の
本
陣
で
あ
り
、

名
主
を
つ
と
め
た
石
井
家
の
文
書
で

す
。大
名
・
旗
本
が
宿
泊
す
る
た
め
の
諸

様
式
や
取
り
決
め
、宿
泊
帳
、検
地
帳
、

江
戸
湾
の
漁
業
資
料
等
が
あ
り
ま
す
。

 

三　

戦
前
期
公
文
書

◆
郡
役
所
文
書

　

明
治
か
ら
大
正
末
ま
で
町
村
の
監
督

や
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
た「
郡
役
所
」

が
作
成
し
た
公
文
書
の
綴
り
で
す
。

◆
県
会
・
参
事
会
文
書

　

戦
前
に
設
置
さ
れ
て
い
た
県
会
、参

事
会
に
提
出
さ
れ
た
予
算
案
な
ど
の
議

案
の
綴
り
で
す
。

　

当
館
で
は
、こ
れ
ま
で
所
蔵
資
料
の

う
ち
利
用
頻
度
が
高
く
貴
重
な
資
料
の

電
子
画
像
は
、館
内
で
の
み
閲
覧
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、本
年
３
月
か

ら
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。さ
ら
に
こ
の「
神
奈

川
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」で
は
、当
館

資
料
の
ほ
か
、県
立
図
書
館
の
目
録
類

や
浮
世
絵
等
の
電
子
画
像
も
合
わ
せ
て

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
神
奈
川
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」で

公
開
予
定
の
当
館
の
資
料
は
、次
の
通

り
で
す
。

 

一　

土
地
宝
典

　

主
に
昭
和
初
期
に
発
行
さ
れ
た
地
図

帳
の
一
種
で
あ
り
、当
時
の
公
図
や
土

地
台
帳
等
を
元
に
編
集
さ
れ
て
い
る
た

め
、戦
前
の
土
地
の
権
利
関
係
を
知
る

上
で
貴
重
な
資
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

二　

古
文
書
・
私
文
書

◆
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

山
口
八
十
八（
や
そ
は
ち
）氏
が
収
集

　

ま
た
、県
立
図
書
館
の
資
料
と
し
て

は
、「
横
浜
絵
・
開
化
絵
」、「
神
奈
川
の

東
海
道
」、「
飯
田
九
一
文
庫
の
百
人
」、

「
電
子
版
戦
時
文
庫
目
録
」、「
入
門
グ

レ
ー
ト
ブ
ッ
ク
ス
」、「
グ
レ
ー
ト
ワ
ー

ク
ス
の
世
界
」を
公
開
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
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田
畑
を
灌
漑
す
る
た
め
に
、大
岡
川
か

ら
用
水
路
に
水
を
引
き
込
む
取
水
口
で

し
た
。

　

絵
図
の
中
央
部
分
、崖
の
よ
う
に
見

え
る
場
所
が
論
所（
ろ
ん
し
ょ
＝
争
い

に
な
っ
た
場
所
）で
、最
戸
村
な
ど
が
堰

の
普
請（
ふ
し
ん
＝
土
木
工
事
）の
た
め

に
松
本
村
の
入
会
地（
い
り
あ
い
ち
＝

複
数
の
村
が
共
同
で
利
用
し
て
い
る
土

地
）か
ら
勝
手
に
土
取（
つ
ち
と
り
）を

し
て
い
る
と
し
て
、奉
行
所（
ぶ
ぎ
ょ
う

し
ょ
）へ
訴
え
ま
し
た
。こ
の
争
い
は
奉

行
所
の
裁
許（
さ
い
き
ょ
＝
判
決
）を
待

た
ず
に
内
済（
な
い
さ
い

＝
和
解
）と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
争
い
の
経
過
は
ぜ

ひ
、直
接
文
書
を
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

右
下
の
絵
図
は
谷
ケ
村

（
山
北
町
）武
尾
家
文
書
の

う
ち「
谷
ケ
村
・
川
西
村
境

争
論
裁
許
絵
図
」
で
す
。

谷
ケ
村
と
川
西
村
は
酒
匂

川
・
御
厨（
鮎
沢
）川
を
挟

ん
で
村
境
を
接
し
て
い
ま

　

今
回
の
展
示
で
は
、神
奈
川
県
内
の

村
々
に
残
る
争
論（
裁
判
）の
記
録
か

ら
、当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
が
ど
の
よ

う
に
守
ら
れ
て
い
た
の
か
、ま
た
彼
ら

が
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

何
を
訴
え
た
か
っ
た
の
か
を
探
り
、そ

の
実
像
に
迫
り
ま
す
。

　

左
の
絵
図
は
松
本
村（
横
浜
市
港
南

区
）金
子
家
文
書
の
う
ち「
青
木
堰
土
取

場
争
論
絵
図（
部
分
）」で
す
。青
木
堰
は

最
戸
・
久
保（
横
浜
市
港
南
区
）・
弘
明

寺
・
中
里
・
別
所（
同
南
区
）の
五
か
村
が

す
。絵
図
中
央
の
河
原
が
今
回
の
争

論
の
論
所
と
な
っ
た
河
原
で
す
。川

西
村
の
訴
状
に
よ
る
と
地
震
で
川

の
流
れ
が
変
わ
っ
た
所
に
谷
ケ
村

が
新
田
を
仕
立
て
た
の
で
抗
議
を

し
た
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
争
論
は
双
方
の
言
い
分
が

全
く
異
な
り
妥
協
案
が
見
出
せ
な

か
っ
た
た
め
、小
田
原
藩
は
目
付

二
人
と
郡
奉
行（
こ
お
り
ぶ
ぎ
ょ

う
）、代
官
を
現
地
に
派
遣
し
、論

所
の
計
測
を
行
っ
た
う
え
で
境
を

定
め
ま
し
た
。こ
の
時
作
成
さ
れ
た

の
が
右
の
絵
図
で
す
。河
原
の
中
央

部
分
に
墨
引
き
が
あ
り
、こ
こ
を
境

と
し
て
北
が
川
西
村
分
、南
が
谷
ケ

村
分
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、幕
末
期
最
大
の
地

境
争
論
で
甲
斐（
山
梨
）・
相
模（
神

奈
川
）・
駿
河（
静
岡
）三
か
国
の
国

境
を
め
ぐ
る
争
論（
現
在
の
県
境

が
確
定
）や
、神
奈
川
県
域
最
大
の

入
会
争
論
で
あ
る
青
根
山（
相
模

原
市
域
）入
会
争
論
、江
戸
中
期
か

ら
明
治
初
期
ま
で
続
く
内
湾（
東

京
湾
）の
漁
場
争
論（
左
写
真
）な

ど
10
件
の
争
論
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。ご
来
館
の
上
、ぜ
ひ
争
論
の
世

界
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

　

展
示
終
了
後
も
当
館
閲
覧
室

で
実
物
の
絵
図
が
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

絵
図
の
と
こ
ろ
の
記
号〔
例
・

追
加
１
３
４
〕は
、当
館
の
請
求

記
号
で
す
。

企
画
展
示

 
『
争
論
ー
裁
許
状
に
み
る
村
の
争
い
ー
』

開
催
期
間
　
１
月
25
日
～
３
月
25
日

企
画
展
示

 
『
争
論
ー
裁
許
状
に
み
る
村
の
争
い
ー
』

開
催
期
間
　
１
月
25
日
～
３
月
25
日

松本村金子家文書(寄託)　絵図１

谷ケ村武尾家文書(寄託)　追加134
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関
東
大
震
災
で
脱
線
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

貨
物
列
車

　

大
正
12（
１
９
２
３
）
年
９
月
１
日
、

関
東
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。地
震

直
前
、第
６
０
２
貨
物
列
車
は
東
海
道

本
線
下
曽
我
・
松
田
間（
小
田
原
市
ほ

か
、現
在
の
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
）を
上
り
方

面
に
向
か
っ
て
走
行
し
て
い
ま
し
た

が
、昼
の
地
震
で
先
頭
機
関
車
１
両
が

脱
線
し
、路
肩
に
傾
い
て
停
車
し
ま
し

た
。

　

土
木
学
会
は
震
災
の
翌
年
１
月
に
震

害
調
査
会
を
設
け
、各
部
門
の
委
員
会

に
専
門
の
学
者
を
集
め
、調
査
を
始
め

ま
し
た
。委
員
は
被
災
地
の
被
害
状
況

を
詳
細
に
調
査
し
ま
し
た
。報
告
書
は
同

15
年
か
ら
昭
和
２（
１
９
２
７
）年
に
か

け
て
３
冊
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
は
解

説
の
ほ
か
、く
わ
し
い
図
面
や
地
図
が
つ

け
ら
れ
、多
く
の
写
真
と
と
も
に
震
災
の

爪
あ
と
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

上
の
写
真
は
そ
の
中
の
一
枚
で
す
が
、

他
の
本
や
資
料
に
あ
た
る
と
貨
物
列
車

に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
す
。

　

当
時
、下
曽
我
村
に
住
ん
で
い
た
作

家
尾
崎
一
雄
は
、当
日
、上
り
列
車
の
走

行
音
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
し
た
。こ
の
区
間
の
上
り
列

車
は
下
り
勾
配
を
勢
い
よ
く
走
り
、西

風
が
吹
け
ば
も
っ
と
大
き
く
聞
こ
え
る

と
こ
ろ
で
、「
余
程
重
い
荷
物
を
積
ん
だ

貨
物
列
車
に
違
い
な
い
」け
れ
ど
も
、そ

れ
で
も
大
き
な
音
だ
っ
た
と
回
想
し
て

い
ま
す（「
曽
我
の
う
つ
り
か
は
り
」『
神

奈
川
県
史
だ
よ
り
』各
論
編
１
添
付
、Ｋ

21
ー
０
ー
３
）。

　

ま
た
、そ
の
と
き
下
曽
我
駅
に
向
か
う

貨
物
列
車
は
上
下
線
で
１
本
ず
つ
あ
り
、

地
震
で
と
も
に
脱
線
し
ま
し
た
。貨
車
の

荷
物
は
線
路
に
散
乱
し
、飢
え
た
避
難
民

が
食
べ
物
を
掠
奪
し
よ
う
と
ま
わ
り
に

集
ま
っ
て
い
ま
し
た（『
下
曽
我
田
嶋
郷

土
誌
』Ｋ
21
ー
７
ー
４
）。

文
中
の
記
号〔
例
・
Ｋ
21
ー
０
ー
３
〕は
、

当
館
の
請
求
記
号
で
す
。

　

小
塩
家
文
書
は
、相
模
国
大
住
郡
戸
田

村（
厚
木
市
）の
名
主
を
務
め
た
小
塩
家

に
伝
来
し
た
資
料
群
で
す
。

　

今
回
取
り
上
げ
る
資
料「
人
別（
に
ん

べ
つ
）送
り
」と
は
、江
戸
時
代
に
町
人
や

農
民
な
ど
が
、結
婚
や
養
子
縁
組
、奉
公

な
ど
で
、あ
る
村
か
ら
別
の
村
へ
移
転
す

る
際
に
出
さ
れ
た
送
籍
、現
在
で
い
う
と

こ
ろ
の
戸
籍
の
変
更
で
す
。

　

で
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。１
行
目
の「
表
題
」

部
分
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

１
文
字
目
の　
　

は「
送
」。楷
書
と

ほ
と
ん
ど
同
じ
な
の
で
わ
か
り
や
す
い

で
し
ょ
う
。２
文
字
目
の　
　

 

は「
リ
」、

送
り
仮
名
で
す
。江
戸
時
代
の
文
章
は
、

送
り
仮
名
に
カ
タ
カ
ナ
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。３
文
字
目
の 　

は

「
一
」。次
の 　

は「
札
」、部
首
で
あ
る“
き

へ
ん
”は
よ
く
目
に
し
ま
す
が
、楷
書
の

“
て
へ
ん
”に
似
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

５
文
字
目
の　
　

は「
之
」で
、次
の
字
に

筆
が
続
く
た
め
に
縦
長
に
な
っ
て
い
ま

す
。最
後
の 　
　

 

は「
事
」で
楷
書
と
書
き

順
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

以
上
で「
送
リ
一
札
之
事（
お
く
り

い
っ
さ
つ
の
こ
と
）」と
読
み
、「
一
つ
書
類

を
送
る
」と
い
っ
た
表
題
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
文
書
で
は
、移
転
元
の
村
の
名
主

か
ら
移
転
先
の
村
の
名
主
に
対
し
、移
転

先
の
宗
門
人
別
改
帳（
し
ゅ
う
も
ん
に
ん

べ
つ
あ
ら
た
め
ち
ょ
う
＝
現
在
の
戸
籍
）

か
ら
削
除
し
た
の
で
、移
転
先
の
人
別
帳

に
記
載
す
る
こ
と
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

NEW !
Let’ｓ Try! こもんじょ

 　

小
塩
家
文
書「
人
別
送
り
」か
ら

初
級
１
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本
紙
第
26
号
に
掲
載
し
ま

し
た「
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」の

そ
の
後
の
活
動
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
し
た
昨
年
12
月
20
日
～
22
日

に
、震
災
後
初
め
て
の
冬
を
迎
え
る
陸
前
高
田
市
の

旧
矢
作
小
学
校
を
再
訪
し
ま
し
た
。同
校
の
教
室
に

仮
置
き
し
て
あ
る
市
の
被
災
公
文
書
を
、永
年
保
存

文
書
を
中
心
に
400
冊
お
預
か
り
す
る
と
と
も
に
、先

の
訪
問（
10
月
18
日
～
21
日
）で
お
借
り
し
た
400
冊
の

内
、修
復
の
完
了
し
た
137
冊
を
第
１
回
分
と
し
て
返

却
す
る
の
が
今
回
の
訪
問
の
目
的
で
し
た
。

　

折
し
も
12
月
21
日
に
は
復
興
の
青
写
真
と
も
言
う

べ
き「
震
災
復
興
計
画
案
」が
陸
前
高
田
市
議
会
で
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。当
館
の
レ
ス
キ
ュ
ー

事
業
も
、具
体
的
な
復
興
に
歩
を
進
め
る
陸
前
高
田

市
へ
の
側
面
支
援
に
な
れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

ま
た
、「
東
京
文
書
救
援
隊
」
の
支
援
を
受
け
て
、

被
災
公
文
書
に
付
着
し
た
土
砂
を
除
去
す
る
工
程

で
発
生
す
る
粉
塵
を

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す

る
た
め
に
同
隊
が
開

発
し
た「
ド
ラ
イ
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

７
台
を
新
た
に
増
設

し
、作
業
に
従
事
す
る

メ
ン
バ
ー
の
健
康
面

に
も
配
慮
し
な
が
ら
、

日
々
レ
ス
キ
ュ
ー
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

当
館
で
は
、県
が
作
成
し
た
歴
史
的
に
重
要
な
文

書
や
、神
奈
川
に
関
わ
り
の
あ
る
古
文
書
、図
書
な

ど
を
収
集
、保
存
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
、一
部
を
除
き
閲
覧
室
で
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、年
間
を
通
じ
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
資
料
を
展
示
し
、皆
様
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
館
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
や
古
文
書
を
読
み
た
い
方
に

向
け
た
解
読
講
座
な
ど
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
収
蔵
資
料
展
示

　
「
公
文
書
館
資
料
の
世
界
」 

５
月
17
日
～
８
月
31
日

◆
企
画
展
示

　
「
鉄
道
が
重
ね
た
日
々 

Ⅱ
」 

９
月
15
日
～
12
月
16
日

　
「
古
文
書
で
た
ど
る
村
の
春
夏
秋
冬
」 

１
月
17
日
～
３
月
31
日

◆
ミ
ニ
展
示

　
「
市
川
家
文
書
に
み
る
消
防
団
」 

４
月
６
日
～
７
月
１
日

　
「
あ
た
ら
し
い「
家
庭
科
」の
誕
生
」 ７
月
６
日
～
９
月
30
日

　
「
公
文
書
館
資
料
に
み
る
大
正
100
年
」 

10
月
５
日
～
12
月
27
日

　
「
関
口
家
文
書
に
み
る
江
戸
時
代
　
村
の
事
件
」

　

１
月
５
日
～
３
月
31
日

◆
常
設
展
示

　
「
記
録
が
歴
史
を
語
る
ま
で
」 
４
月
１
日
～
３
月
31
日

　
●  

歴
史
的
公
文
書
の
保
存

　
●  

古
文
書
・
私
文
書
の
整
理
か
ら
公
開
へ

　
●  

歴
史
資
料
所
在
調
査
の
概
要

　
●  

被
災
公
文
書
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業 （
２
月
28
日
～
９
月
30
日
）

　
●  

資
料
の
修
復 （
10
月
５
日
～
３
月
31
日
）

◆
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座 

（
定
員
100
人
） 

７
月
22
日（
日
）

◆
古
文
書
解
読
中
級
講
座 （
定
員
140
人
）

　

５
月
20
日
～
６
月
17
日
の
各
日
曜
日
全
５
回

◆
古
文
書
解
読
上
級
講
座 （
定
員
140
人
）

　

10
月
14
日
～
10
月
28
日
の
各
日
曜
日
全
３
回

◆
古
文
書
解
読
入
門
１
日
講
座 （
定
員
50
人
）

　

12
月
２
日（
日
）　

◆
古
文
書
解
読
入
門
講
座 （
定
員
140
人
）

　

２
月
３
日
～
３
月
10
日
の
各
日
曜
日
全
６
回

　（
利
用
時
間
）　
閲
覧
室　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
会
議
室　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
利
用
方
法
）　
閲
覧
室
に
あ
る
資
料
は
自
由
に
閲
覧

　
　
　
　
　
　

で
き
ま
す
。書
庫
内
の
資
料
は
受
付

　
　
　
　
　
　

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。展
示
は
無

　
　
　
　
　
　

料
で
す
。ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

利
用
案
内

講 

座

展 

示

活
動
中
！

　
被
災
公
文
書
レ
ス
キ
ュ
ードライクリーニングＢＯＸ

での作業

１月27日、横浜市立中尾小学校の
２年生が「町探検」で当館を見学

電車の場合
相鉄線「二俣川駅」下車、徒歩17分
又は相鉄バス「運転試験場循環」で
「運転試験場」下車徒歩3分
車の場合
「保土ヶ谷バイパス」本村インター
から6分

平
成
24
年
度
行
事
の
ご
案
内

館
利
用
の
ご
案
内

交通の案内
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